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題に用いられている殆 ど全ての表現が、それぞれ別の意味でですが、問題にな りました。先ず 日
本社会という表現ですが、フランスの大学の枠内で考える場合、学問としての社会学、民族学、
民俗学だと私は解釈 しましたが、確固とした自信があるわけではありません。文化の内容 をどう
考えるのかは、より困難な問題でした。 というのは、第一セッションのテーマが文学 ・歴史 ・芸
術 となっているので、それ以外の文化 とはどういうものかという難 しい問題になるからです。結





ルーマニア ・イタリア ・スペイン・ポル トガルというヨーロッパの国々、そしてラテン・アメリ
カ諸国になります。ただ、ラテン・アメリカはアメリカ圏に入るので別にしますが(と 言って も、
サン ・パ ウロ大学はフランス日本学会 と関係があります。)、少なくとも日本研究 に関するヨー
ロッパのラテン語圏諸国の間での情報の交流 は、残念ながら意外に少ないと言わざるを得 ません。
ここで、い くつか例 をあげてみます。ルーマニア人のCOSTINEANUDragomir氏 は、フラン
ス国立東洋言語文化研究所の日本学部で歌舞伎の起源についての博士論文をまとめたのですが、
同氏がフランスで博士論文の公開審査を受けることがなかったなら、私がルーマニアにおける日
本研究の存在 も知 らなかったのは事実です。その後、日文研でブルガリア(ラ テン語圏ではあり




にある ドイッ日本研究所のKREINERJosef所 長のお話で、マ ドリッドにも、バルセロナにも
日本研究所がで きていることを知 りました。マ ドリ ドの 日本研究所所長は、RODRIGUEZ














における日本研究の将来を考える上で も、近隣…諸国との情報交換をどのように確立 してい くかが、
フランスをはじめとするラテン語圏の国々の今後の共通の課題と言えます。
次 にフランス語圏のことに移 ります。フランス以外の国で、日本研究所 を持 っている国は、私
が知っている限 り、ベルギー、スイスとフランス語圏のカナダのケベ ックしかあ りません。また、
フランス語圏のアフリカからは、学生が私の勤務 している国立東洋言語文化研究所などによく来
ますから、日本研究関係の機関はまだできていないと思います。ケベ ックに関 しては、 日本文化
についてのすぐれた研究をしている友人のROCHERAIain氏 がいますが、アメリカ圏の国に入
りますから、他の方からの報告があるとおもいますので私は彼の研究には触れません。
ベルギーのルーヴァン ・カ トリック大学 には、仏教研究の伝統があ ります。現在の責任者の
VANDEWALLEWilly教 授 も、最初は中国仏教の研究をされていましたが、数年前か ら、比
較文化研究の分野 に移 り、特にベルギー(あ る程度までオランダも含めますが。)と 日本の交流





naise日 本 ・言語 ・文学 ・文化 コースの責任者である二宮正之教授からいただいた情報に基づい
てお話 したいと思います。






Robert名 誉教授、GIRARDFr6deric助 教授、DUCORJ駻�e及 びMORHMichel博 士の仏教
学関係の著作、二宮正之教授の近代 ・現代思想 ・文学に関する論文、さらにGRIOLETPascal
講師の言語学史研究等をあげることができます。図書は、蔵書数約八千冊とやや小規模です。
チューリッヒ大学のOsteasiatischesSeminarも 規模 はほぼ同様ですが、専攻分野は文学 ・演
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劇 ・言 語 学 を 中心 と して い ます か ら、 こ こで は触 れ な い こ とに し ます 。
大 学 以 外 に も、 ジ ュ ネ ー ヴ のInstitutUniversitairedesH:autesEtudesInternationales,Insti-
tutUniversitairedesEtudesded騅eloppement、 サ ン ・ガ レ ンのHochschule等 の 、 高 等 教 育
研 究機 関 で 、 国 際 関係 論 ・政 治 経 済 の分 野 で の研 究 を行 って い ますが 、現 在 の とこ ろ 、専 任 の専
門 家 は お りませ ん 。 も っぱ ら、短 期 間 の客 員 教 授 に頼 る 形 で 、 日本 研 究 は ア ジ ア全 体 あ る い は東
南 ア ジ ア研 究 の一 環 と して組 み込 ま れ て い ま す 。
さて 、次 に フ ラ ンス の状 況 の報 告 に移 りま す 。 フ ラ ンス に は 、 ス イ ス の場 合 もそ うです し、 ス
ペ イ ン、 ポ ル トガ ル 、 イ タ リア やベ ル ギ ー も同 じだ と思 い ます が 、 日本 の社 会 あ る い は文 化 だ け
を研 究 す る機 関 、研 究 会 、 また 、 あ る程 度 ま で そ の研 究者 の数 も小 数 で あ る こ とは 、確 か です 。
つ ま り、 同 じ研 究 者 が 、複 数 の研 究 テ ー マ を もち 、複 数 の研 究 会 に参 加 す る こ とが 、 む しろ一 般
的 な 形 だ か らで す 。日本 の 社 会 ・文化 の研 究 と関 係 が あ る機 関 と して は 、EHESS、IHEJ、EFEO、
Universit馘eParisVII,Universit馘eParisXNanterre,Universit馘'AixenProvence,Uni-
versit馘eStrasbourg,INSP(SciencesPo),INALCO(Langues'○)、 そ し て 、 も ち ろ ん、
CNRSが あ げ られ ます 。 研 究 会 と して は 、Unit馘erecherchesassoci6es"Civilisationjapo-
naise",Groupederecherches"HistoiredessciencesetdestechniquesenAsieOrientale" ,Cen-
tred'騁udesjaponaisesな どが あ げ られ ます 。
先 ず 、EcoledesHautesEtudesenSciencesSociales(EHESS)社 会 科 学 高 等 研 究 所 に所 属
す るCentred'EtudesduJaponContemporain現 代 日本研 究 セ ンタ ー につ いて お話 した い と思 い
ます 。学 生 は修 士 課 程 の レベ ル か らこ の セ ン ター に 入 る こ とが で きます 。 こ の セ ンタ ー の責 任 者
のBERQUEAugustin教 授 は、 も と も との 専 門 で あ る 日本 の 地 理 研 究 を基 礎 に 日本 の 文 化 全 体
を把 握 し よ う と され て い ます 。 最近 の研 究 テ ー マ は 日本 の 自然 観 か ら都 市 の風 景 論 、 庭 の 作 り方
を通 して の 日本 の空 間概 念 の分 析 です が 、 い う まで もな く、 ベ ル ク教 授 に とっ て、 この 空 間の 概
念 は 日本 社 会 が作 っ た もの で あ る と同時 に こ の社 会 を も形 成 して い る わ けで す 。 最 近 は、 哲 学 の
分 野 に も入 って 、西 洋 近代 性 の モ デ ル の 限界 とポ ス ト ・モ デ ル ニ ス ム の問 題 を 自分 の考 察 の 対 象
と され て い ます 。 同 セ ン ター に は 、 日本 の経 済専 門家 が 二 人 、 そ して、 三 人 の 文 化 人 類 学 者 が 講
義 を行 って い ます 。PICONEMary助 教 授 は 、 日本 に お け る人 格 の概 念 につ い て の セ ミナ ー を
指 導 され て い ます 。BEILLEVAIREPatrick講 師 は 、 沖縄 の 専 門家 で あ り、 フ ラ ンス 語 で 書 か
れ た 文献 に お け る 日本 の イ メ ー ジ につ い て研 究 され て い ます 。
Coll鑒edeFranceに 所 属 す るInstitutdeshautesEtudesJaponaises日 本 研 究 高 等 研 究 所 の
枠 内 で は 、Unit馘erechercheassoci馥フ ラ ンス 国立 科 学研 究 学 所 と提 携 した研 究 ユ ニ ッ トが 活
躍 し ま す。 責 任 者 はColl鑒edeFranceのFRANKBernard教 授 とCentreNationaldela
RecherchescientifiqueのAKAMATSUPaul教 授 一1995年 か らROTERMUNDH:armutO教
授 一 で こ の研 究 会 の 会 員 数 は 、 約 二 十 名 で 、CNRSや 大 学 に属 す る人 が 殆 ど で す 。FRANK教
授 は 、平 安 文 学 と仏 教 の 図像 学 の専 門家 で あ り、赤 松 教 授 は 、歴 史家 で あ っ て、 こ の研 究 会 の 他
の メ ンバ ー は、 文学 、歴 史 、 宗教 、哲 学 の専 門 家 で す 。 フ ラ ンク教 授 の研 究 は よ く知 られ て い ま
す が 、今 年 の 法 隆寺 展 に 際 して は 、パ リの ギ メ ー博 物 館 の非 公 開収 蔵 庫 に忘 れ ら れて い た、 フ ラ
ンク教 授 が 再発 見 した鎌 倉 時代 の 素 晴 しい勢 至 菩 薩 が里 帰 りを し、鑑 賞 す る こ とが で きた の は、
皆 さん の記 憶 に も新 しい と思 い ます 。又 、同教 授 は 、コ レー ジ ュ ・ ド ・フ ラ ンス にお け るセ ミナ ー
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を指 導 され て い ます 。 三宝 絵 言 葉 な どの平 安 時代 の仏 教 と深 い 関係 の あ る作 品 の講 読 を し され て
い ます。 又 、 二 、 三 十年 前 か ら集 め られ て い る仏 教 系 の お札 に基 づ い て仏 教 図像 学 と民 間信 仰 の
関 係 に つ い て の 研 究 も続 け ら れ て い ま す 。 フ ラ ン ク 教 授 の 弟 子 で あ るEcolesdesHautes
EtudesenSciencedesReligions高 等 研 究 所 の 宗 教 学 部 門 のROBERTJean-No�1教 授Ecole
Fran軋ised'Extr�e-Orientフ ラ ンス 極 東 学 院 のGIRARDFr馘eric研 究 員 とInstitutcatholi-
quedeParisパ リ ・カ トリ ッ ク大 学 のGIRADennis教 授 は 、三 人 と も仏 教 学 者 で す 。 ロベ ー ル
教 授 は 、 天 台 宗 の 専 門家 で あ り、Lesdoctrinesdel'馗olejaponaiseTendaiaud饕utduIXe
siecle.GishinetleHokkesh�ish�� 世 紀 の 初 め の 日本 天 台 宗 の 教 義 。 義 真 と法 華 宗 義 集 を 出
版 後 、 天 台 宗 の 三 大部 の一 つ で あ る摩 訶 止 観 十巻 を翻 訳 され て い ます 。 ジ ラ ー ル研 究 員 は 、鎌 倉
仏 教 の 専 門 家 で あ り、 夢 日記 の 全 訳 を含 むUnmoinedelasecteKegon�1'駱oquedeKama-
kura,My6e,明 恵 、 鎌 倉 時 代 の華 厳 宗 の 僧 を執 筆 さ れ て後 、江 戸 時代 の儒 教 の研 究 を始 め られ て
い ます 。 ジ ラ教 授 は、Lesensdelaconversiondansl'enseignementdeShinran親 鸞 の 教 え に
お け る廻 心 の 意 味 とい う本 の タ イ ッ トル で お わ か りの よ うに 日本 の 浄 土 真 宗 を研 究 され て い ま
す 。Ecoledeshautes騁udesensciencedesreligionsフ ラ ンス 国 立 高 等 研 究 院 の宗 教 学 部 門 の
ROTERMUNDHarmutO.教 授 は、 民 俗 宗 教 に特 に 関 心 を持 ち 、 同研 究 院 の な か に民 俗 宗 教 を
研 究 す る グ ル ー プ を結 成 され ま した 。 ロ ー ター モ ン ド教 授 は 、修 験 道 の研 究 を出発 点 に 沙石 集 の
よ うな説 話 文 学 を通 して 民 間信 仰 を研 究 され て い ます 。 た とえ ば 、 間 もな く邦 訳 が 出版 され る こ
と に な って い る疱 瘡 神 と疱 瘡 絵 の研 究 を あ げ る こ とが で き ます 。CentreNationaldelaRecher-
chescientifiqueフ ラ ンス 国 立 科 学 研 究 所 のBERTHONJeanPierre研 究 員 は、 大 元 教 を初 め と
した 、 日本 の 新 宗 教 の専 門 家 で す 。 同研 究 所 のKYBURZJosef研 究 員 は信 州 の村 の信 仰 と祭 式
と言 う本 を初 め と して 、 民 間信 仰 を研 究 さ れ て い ます 。 同研 究 所 のMAUCLAIRESimone研
究 員 は平 安 時 代 の 落 窪 物 語 の 文 化 人類 学 的 分 析 で あ るDuconteauroman,unCendrillonjapo-
naisduXesiecle,1'Ochikubomonogatari昔 話 か ら小説 へ 、 十 世 紀 の 日本 の シ ンデ レ ラ、 落 窪 物
語 とい う博:士論 文 を出 版 され 、 文 学 と文 化 人 類 学 の 問 の研 究 か ら文 化 人 類 学 と歴 史 の 方 へ研 究 を
続 け られ て い ます 。 現在 、 モ ク レー ル研 究 員 の 大 き なテ ーマ は、 日本 の 村 の概 念 の 歴 史 で す が 、
同 時 に祭 文 の研 究 も さ れ て い ます 。COBBIJane講 師 は、 日常 生 活 に 関 す る文 化 人 類 学 の専 門
家 で あ って 、 植 物 と 日常 生 活 、 贈 り物 、 料 理 等 の テ ーマ を中 心 とす る研 究 を され て い ます 。 又 、
二 年 前 か ら"日 本 の 物 質 文 化 につ い て の研 究 会"を 指 導 し、 今 年 の 五 月 か ら は、 大 阪 民 族 博:物館
に、 客 員 研 究 員 と して 来 日 中 で す 。Universit馘eParisXNanterreの 文 化 人 類 学 部 のCAIL-
LETLaurence教 授 は東 大 寺 の 二 月 堂 の 御 水 取 りにつ い て のLesyncr騁ismeauJapon,Omizu-
tori,leritueldel'eaudejouvence日 本 の神 仏 習合 、御 水 取 り、 若 返 りの水 の行 事 と題 す る博:士
論 文 を書 か れ て 後 、F�esetritesdesquatresaisonsauJapon日 本 の 年 中 行 事 の よ う な 典 型 的
な民 俗 学 の研 究 を され 、 最 近 は、LamaisonYamazaki山 崎 の 家 とい う本 で新 しい 分 野 を 開 きま
した 。 この 本 は、 美 容 師 の 自伝 を通 して 日本 の 社 会 の 変 化 、 中小 企 業 の 世 界 、 現 代 都 市 に お け る
シ ャ ー マ ニ ス ム な どの テ ー マ を 扱 っ て い ます 。Ecolefran軋ised'extr麥e-orientのBOUCHY
Anne研 究 員 は 、 仏 教 民 俗 学 的研 究 で あ るTokuhon,ascさtedunenbutsuと い う博 士 論 文 を 出版
さ れ 、 カ イー 工 教 授 と同 じ よ う に、 現 代 都 市 に お け る シ ャ ー マ ニ ズ ム の 現 象 を 分 析 す るLes
oraclesdeShirakataを 書 か れ ま した。 フ ラ ンス 国 立 科 学 研 究 所 のGAGNONGuy研 究 員 は、 中
1-160
国 ・日本 の歴 史 学 の研 究 を基 礎 に江 戸 時代 の 儒 教 を 自分 の 専 門 に され ま した 。 この研 究 会 の ほ か
の メ ンバ ー は 、 江 戸 時 代 の数 学 を研 究 して い るHORIUCHIAnnick講 師以 外 は 、Universit馘e
ParisVIIのPIGEOTjacqueline教 授 、TSCHUDINJacques教 授 、SAKAICecile助 教 授 、
BRUNETYuko助 教 授 な どで す が 、皆 文 学 の研 究 を され て い ます か ら、 こ こで は お話 し し ませ
ん。 また 、 先 に、 現代 日本 セ ン ター の件 で触 れ た コ ピー研 究員 は 、 この研 究 会 に も参 加 され て い
ます 。
日本 研 究 高 等 研 究 所 はBibliothさquedel"institutdeshautes騁udesjaponaisesと い う 日本 研
究 に関 す る研 究 シ リー ズ を出版 して い ます 。
ロ ー タ ー モ ン ド教 授 は フ ラ ン ス 国 立 高 等 研 究 院 に所 属 す るCentred'騁udesdesreligionset
traditionspopulairesjaponaises日 本 民 間 宗 教 伝 承 研 究 セ ン タ ー を指 導 さ れ て い ます 。 同 セ ン
ター は、Cahiersducentred'騁udesdesreligionsettraditionspopulairesjaponaises日 本 民 間
宗教 に 関 す る研 究 シ リー ズ を 出版 して い ます 。
また 、 二 年 前 か らUniversit馘eLyon2,Universit馘eLyon3と フ ラ ンス 国立 科 学 研 究 所 の
共 同計 画 の 一つ と して 、 リ ヨ ンで 現 代 極 東 研 究 所 の創 設 の 実 現 化 が は じま りま した 。 中 国 と朝 鮮
半 島 の こ と を除 け ば 、 日本 に 関す る研 究 を行 っ て い る研 究 者 は、 今 の と こ ろ、 二 人 い ます 。 リ ヨ
ン第二 大 学 のLECLERYveline氏 は経 済 学 と社 会 学 の 方 法 を使 って 日本 の 中 小 企 業 を研 究 され
て い ます 。 も う一 人 は、 フ ラ ンス 国 立 科 学 研 究 所 のFIEVENicolas研 究 員 で 、建 築 家 で あ り、
室 町時 代 の 将 軍 邸 の 建築 様 式 か ら江 戸 時 代 の 京 都 の 都 市 計 画 の 問 題 を研 究 され て い ます 。
フ ラ ンス 国立 極 東 学 院 京 都 支 部 、 法 宝 義 林 研 究 所 は、 大 体 六 十年 前 か らだ と思 い ます が 、 日本
語 の 表 記 に基 づ く フ ラ ン ス語 に よ る仏 教 大 辞 典 を編 纂 して い ます 。 現 在 の 責 任 者 は、DURT
Hubert研 究 員 で す が 、 主 な メ ンバ ー と してDUQUENNERobert研 究 員 と二 年 前 に亡 くな っ た
SEIDELAnna研 究 員 が あ げ られ ます 。 サ イ デ ル研 究 員 は、 も と も との 専 門 で あ っ た 中 国 の 道
教 の 研 究 を続 け なが ら、 仏 教 経 典 、 日本 の 民 俗 仏 教 まで研 究 の 範 囲 と され ま した 。 また 、 同研 究
員 は、 極 東 ア ジ ア研 究 紀 要(Cahiersd'Extr麥e-Asie)と 名 づ け られ た仏 語 ・英 語 に よ る年 報 を
創 刊 され 、 今 年 は、 禅 につ い て の特 集 号 で あ る第 七号 が刊 行 され ま した 。
今 まで これ に述 べ た 機 関 以外 で 日本 の社 会 と文化 を研 究 して い る研 究 者 は 、特 に 日本 語 ・日本
文 化 を教 え る機 関 に属 し ます 。Universit馘eStrasbourgのSEGUYChristiane助 教 授 はHis-
toiredelapressejaponaise,led騅eloppementdelapresse�1'駱oquedeMeijietsonr�e
danslamodernisationduJapon日 本 の 新 聞 の 歴 史一 明 治 時 代 にお け る新 聞 の発 展 と 日本 の 近 代
化 の役 割 と題 す る博 士 論 文 を書 か れ て後 、江 戸 時代 以 降 の新 聞雑 誌 の歴 史 を研 究 さ れ て い ます 。
リ ヨ ン第 三 大 学 の社 会 学 部 のYATABEKazuhiko助 教 授 は 、 フ ラ ンス に滞 在 す る 日本 人 の ア
イ デ ンテ イ テ イ の 問 題 に つ い て の社 会 学 の博 士 論 文 を書 か れ て か ら西 洋 、特 に フ ラ ン ス と 日本 の
比較 社 会 学 を研 究 され て い ます 。 た とえ ば 、 両社 会 に お け る 、音 楽 の役 割 につ いて研 究 され て い
ます 。
Universit馘eProvenceのCONDOMINASChristine助 教 授 は、 日本 企 業 の社 会 学 的 な研 究
を さ れ て い ます 。
Universit馘eBordeau3のLEVYChristine専 任 講 師 は 、江 戸 時 代 の文 学 の翻 訳 を しなが ら、
明治 以 降 の 社 会 運 動 を研 究 さ れて い ます 。
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フ ラ ン ス 国 立 科 学 研 究 所 に所 属 す るLaboratoireespaceetculture空 間 と文 化 の 研 究 所 の
GUICH:ARD-ANGUISSylvie研 究 員 は、都 市 地 理 、 文 化 地 理 、 都 市 歴 史 、観 光 な どの分 野 で研
究 され て い ます 。
CollさgedeFranceに 所 属 す る、 フ ラ ンス 国立 科 学 研 究 所 の 東 ア ジ ア科 学 史 技 術 史 の研 究班 の
MACﾉMieko講 師 は、 平 安 時 代 の 医 学 につ い て の博 士 論 文 の 後 、鎌 倉 時 代 か ら明 治前 期 まで の
日本 の 医 学 思 想 史 を研 究 してい ます 。 現 在 は、 京 都 府 立 医 科 大 学 に、 客 員研 究 員 と して 来 日中 で
す 。 同研 究 会 に参 加 して い る堀 内 講 師 は、 江 戸 時 代 の 数 学 を研 究 され て い ます 。
Universit馘eParisVIIパ リ大 七 大 学 の 東 ア ジ ア研 究 学 部 に 属 す る 日本 語 課 の 十 人 ぐ らい の
研 究 者 ・教 育 職 員 の 中 で は 、 文 学 の 専 門 家 が 、一一 番 多 い の で す が 、 経 済 学 者 もい ます し、
PIGEOTJacqueline教 授 の よ う に、 文 学 以 外 の 事 に も関 心 を もつ 方 もい ます 。 同教 授 は 、 専 門
の室 町時 代 の文 学 と同 時 に 、現 代 日本 社 会 に お け る 日本 人 論 とい う現 象 も研 究 さ れて い ます 。
Institutnationaldeslanguesetcivilisationsorientalesフ ラ ンス国 立 東 洋 言 語 文 化 研 究 所 の 朝
鮮 ・日本 学 部 の 日本語 科 の 四十 人 ぐ らい の研 究 者 ・教 職 員 の 中 に は、 日本 語 の教 育 学 、 文 学 、 歴
史 、美術 史 、経 済学 、音 楽 、演 劇 、政 治 学 等 の 講 座 の 責 任 者 が い ます 。 い う まで もあ りませ ん が 、
日本語 講 座 以外 は、 すべ て 、 日本 文 化 の講 座 と して認 め られ て い ます 。狭 い意 味 で の社 会 ・文 化
の専 門 家 と して は 、前 に 、 あ げ た矢 田 部 講 師 、MARTZELG駻ard教 授 、ROBERTJacques教
授 、SEIZELETEric講 師 、MACEFran輟isが あ げ られ ます 。 マ ル ゼ ル教 授 は 、演 劇 の分 野 、
特 に能 と、 民 俗 学 的 方 法 を用 い て祭 を研 究 され て い ます 。 ロベ ー ル氏 とセ ー ズ レー氏 は 、 法律 学
者 で あ り、 法律 の 面 か ら 日本 の社 会 の現 状 を分析 され て い ます 。 私 は、 日本 思想 史 を、文 化 人類
学 的 ・歴 史 的 ・宗 教 学 的 な 方 法 を用 い て 、研 究 して い ます 。 同 学 部 のORIGASJean-Jacques教
授 は、 日本 近 代 文 学 の専 門家 で あ りなが ら、 明 治 以 降 の 日本 の 文化 の 殆 ど全 て の 面 に通 じて い る
研 究 者 の 一 人 です 。また 、同学 部 に は、Centred'騁udesjaponaises日 本研 究 セ ン ター が あ り ます 。
こ の セ ン タ ー は 、 セ ミナ ー や講 演 会 等 を主 催 した り、 年 に一 度 機 関 雑 誌Cipangoを 編 集 して い
ます 。 こ の雑 誌 は 、 日本 研 究 全 体 を扱 う と い う基 本 方 針 の もと に 日本 の社 会 ・文 化 全 般 を扱 って
い ます 。
Fondationnationaledessciencespolitiquesに 所 属 す るCentred'騁udesetderecherchesin-
ternationales国 際研 究 セ ン タ ー は 、 い う ま で も な く、 政 治 学 の研 究 機 関 で す が 、 日本 政 治 の 研
究 と切 り離 せ な い 日本 の 社 会 の研 究 の 必 要 性 か ら、BOUISSOUJean-Marie研 究員 は、 日本 社
会 に お け る コ ンセ ンサ ス の 問題 を扱 い 、現 在 は 、 「争 議 」 を研 究 され て い ます 。 この 点 につ い て 、
近 い将 来 、 シ ンポ ジ ウム を主催 され る予 定 で す 。
こ れ ま で 、 退屈 と も言 え る ほ ど数 々 の研 究 を列挙 して き ま した が 、 フ ラ ンス に お け る 日本 の社
会 ・文 化 に 関 す る研 究状 況 は複 雑 で す 。 大 きな傾 向 と して は 、今 で も、伝 統 的 な研 究分 野 は 、 ま
だ盛 ん で あ る とい え ます 。 た とえ ば 、 宗教 学 、特 に仏教 学 は 、 とて も高 い レベ ル に達 しま した 。
また 、民 俗 学 、 民 族 学 、 文化 人 類 学 に も、 同 じこ とが い え る と思 い ます が 、 社 会 学 の優 れ た 専 門
家 は 、残 念 な が ら まだ あ ま り育 って い な い の が 、 現 状 で す 。
フ ラ ン ス の全 て の 研 究 所 に 影 響 力 を もつCNRSの 新 しい方 針 は、 こ う した現 状 を変 え ざ る を
得 ない で し ょ う。 大 体 三 年 前 に 始 ま っ たCNRSの 新 しい 行 き方 に は、 三 つ の特 徴 が あ ります 。
先 ず 、 第 一 の 大 きな問 題 は、 オ リエ ンタ リズ ム とい う伝 統 的 な分 野 を な くす とい う計 画 で す 。 そ
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の中に入っている日本学 も、 もちろんな くなります。現在、CNRSは 、研究員 としての 日本学
者を募集 していません。その代わ りに、日本について勉強 したい歴史家、社会学者などの募集の
可能性があるといわれています。もう一つの特徴は、民俗学、仏教学、古典文学、古代史などよ
り、現代社会そのものを扱 う問題により重点を置 くようになったことです。 日仏文化交流の一番
古い中心機関の一つである東京の日仏会館は、こうした新 しい傾向にもとついて、研究生の募集
を行 うようになっています。最後に、他の国立機関と同 じように、CNRSも 、地方分散政策を










また、四五年前 に、CNRSは 、東京 に支所 を作ってい ます。東 京支部 の支部長で ある
SABOURETJean-Francois教 授は、部落民 を研究されてから、現代 日本社会の重要な問題、
特に、教育の問題に大きな関心を持たれています。個人研究以外にも、サブレー氏は、 日本に来








十年前 を境に、フランスにおける日本研究は、著 しい発展を示 しています。最初は、学生の人
数だけが増 えたように見えましたが、これらの学生がだんだん研究活動をし始め、結果 として、
どんな分野で も、以前 と比較できない程多 くの新 しい本が出版されています。言うまでもなく、
出版 される全ての本が優れているわけではあ りませんが、直接に日本の資料を使った真面 目な研
究はかなり多いといえます。国際交流基金とFondationdeFranceの 田中基金の助成金 により、
商業出版ができない本の出版 も可能になっています。
結論 として、二十年前 と比較すると、フランスにおける日本研究の全体、つまり文学 と同じよ
うに社会 ・文化に関する研究は、大幅 に進展 したと言えます。ただ、CNRSの 新 しい方針が、
これまでの研究にどのような影響を与えるのか、この新 しい方針が長 く続くのか、具体的に研究
の分野で何がおきるのかなど様々な疑問 ・問題があり、他のアジア文化圏の場合 と同じように、
フランスにおける日本研究は今難 しい事態に直面 していると言わざるを得ないのが現状です。
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